
期 ⽇︓平成30年9月29⽇（土）
会 場︓信濃川⼤河津資料館・⼤河津出張所
内 容︓⻑岡－⼤河津分⽔を往復するバスツアー。信濃川⼤河津資料館や堰の操作室等を⾒学していただきました。
主催者︓まちなかキャンパス⻑岡 参加者数︓35名

大河津分水イベントレポート2018

もうすぐ100歳！大河津分水
１．イベント概要

4F模型コーナーでは、⼤河津分⽔路改修事業
による⻑岡の恩恵や今後の治⽔対策などにつ
いて、たくさんの質問がありました。

あいにくの雨模様にも関わらず、定員を拡⼤し、⼤勢の方々から
ご来訪いただきました。

横⽥切れコーナーでは、約120年前に起きた⽔
害の記録を⾒て「⻑⽣橋も流されたの
か・・・」と興味深く話を聞かれていました。

2022年に通⽔100年を迎える⼤河津分⽔と⻑岡の関係性を再確認するバスツアー。寺泊や中之島に多い⼤河津
分⽔の請願者、横⽥切れにおける⻑岡の被害や⼤河津分⽔完成以降の⽔害の特徴、そして⻑岡へのハクチョウの
飛来やサケの遡上など、歴史、環境、防災など多様な観点での⾒学が開催されました。

２．イベント状況

昭和6年に⻑岡で開催された上越線全通記念
博覧会に出品された旧可動堰の模型。80年前
につくられた精巧な模型に驚かれていました。

普段⼊ることができない堰の操作室を⾒学し
「不断の堰操作により私たちの暮らしは守ら
れている」ということに感慨深い様子でした。

新幹線や⾼速道路の建設にも⼤河津分⽔が影
響したという話に対して「⻑岡の発展にも影
響したということですね」との声が。

信濃川流域模型の周りに集まり、源流の⼭で
ある甲武信ケ岳の由来や⻑岡市を流れる太⽥
川や猿橋川の話も話題となりました。
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